
5075 ママチャリ日本の旅：道中もお遊び・興味津々 
 

⾞窓からだが、ママチャリ散策で、近畿圏を、いろいろ徘徊
はいかい

している。 

昨今、健康志向で、サイクリングが、ブームなのか、⾃転⾞屋さんも⽬につくようになった。 

久楽は、本格的なツーリングや、⾃転⾞愛好家ではない。 

健康志向からの参⼊。出会いや⾒えるものが違う。そして、画像記録が⽬的。 

話が、あちこち前後するが、⾞窓からの朝⽇、⼈が少なかったので、⾃由に動けた次第。 

この場合、上の画像がオリジナル。下は、トリミング。 

 

 

 

 
 

 

 

   

 

 



こうしたことが、昨今できるようになっているので、 

多少の演出はともかく、虚像か、実像か、真実か、嘘か、わからないことが多い。 

ここで、企業の提供者側と消費者とは、⽴場が違う。広報しないと、消費者に伝わらない。 

祖⺟から、「ただより高いものはない」との⾔葉を再三、⽿にしていた。 

唇にナイフ、愛情と脅し、などの⾔葉もある。今では、おまけなども敬遠している。 

 

種まきも、何もしていないのに、いい話などないと思っている。 

いい種まきをしても、報われないことが多い。 

着眼⼤局、⼩事実践という⾔葉。今、どんな世界や時代に⽣きているのか久楽には興味深い。 

⼤きなお世話だが、⼈様や⾞内の広告物も興味深い。退屈などしない。 

榊原温泉⼝に停⾞。コロナで、座席移動は禁⽌だが、下記の像の⾒える位置にいた。 

相⼿が主役の TAKE の世界。これは画像記録の練習。失敗も多い。 

⾒過ごし、通り過ぎても、⾒直すことができる。 

 

 

 


